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会報誌「ドローン Magazine」『特別号』ドローンの資格をとろうⅠ

シリーズⅠ：「資格制度の概要と民間資格 DJI CAMP」

北海道ドローン研究会

＄１ ドローンの資格制度とは 法改正のおさらいです

＜＜飛行カテゴリー＞＞

・カテゴリーⅠ：特定飛行に該当しない飛行

・カテゴリーⅡ：特定飛行のうち、無人航空機の飛行経路下において立入管理措置を講じたうえで行う飛行

（第三者の上空を飛行しない）

・カテゴリーⅢ：特定飛行のうち、無人航空機の飛行経路下において立入管理措置を講じないで行う飛行

（第三者の上空で特定飛行を行う）

※ 特別な飛行方法をしなければ、カテゴリーⅠの機体登録のみ、知識と技能と安全飛行で免許は不要です。

＜＜飛行形態＞＞

・レベル１：目視内での手動操縦飛行

・レベル２：目視内での自動/自律飛行

・レベル３：無人地帯における（補助者なし）目視外飛行

・レベル４：有人地帯における（補助者なし）目視外飛行
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資格なし  民間資格   2 等資格 １等資格

飛行 申請  飛行 申請   飛行 申請   飛行 申請 （申請が必要な飛行の場合）

レベル１  〇  必要  〇  必要   〇  不要  〇  不要 （一部の特定飛行

レベル２  〇  必要  〇  必要  〇  不要   〇  不要 〃 ２種認定機体

レベル３  〇  必要  〇  必要  〇  不要   〇  不要 〃 〃）

レベル４  ×  ×   ×  ×    ×  ×    〇  必要 （1 種認定機体）
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＄２ 国家資格

２０２２年から制定された、無人航空機の活用範囲の拡大に伴い、有人地帯（第三者上空）での補助者な

しで目視外飛行を可能とする資格制度（レベル４）です。

「機体認証を受けた機体で、国家資格を保有し運行・飛行ルールを守れば第三者上空以外では基本的に申請

無しで、第三者上空では申請ありで飛行可能となります。

※国家資格制度についての詳細の解説等は次号以降に掲載予定です。

＄３ 民間資格

ドローンの製造や販売、関連企業等が特に操作技術の安全上独自に定めた資格制度で講習会や検定により

交付している資格で技能、技術、知識や実技確認等及び受講費に大きな差が有ります。

１ DJI CAMP スペシャリスト

・ドローンメーカー最大手の DJI JAPAN が指定する民間資格

・全国どこのキャンパスでも、DJI CAMP インストラクターが受講生を認定

・DJI 製品に特化した DJI JAPAN オリジナル講習の受講も可能

・国土交通省航空局への飛行申請許可が簡略化できる （2025 年度以降の取り扱いについて）



＜＜概要＞＞

DJI CAMP とは、DJI 社により設立された産業パイロット教育機関である UTC（Unmanned Aerial 
System Training Center）で提供される資格制度です。

※UTC とは DJI 社によって設立されたドローン専門のトレーニングセンターです。

・DJI CAMP は、原則的には DJI 機器に対応した「 法人向けドローン操縦者資格制度 」であり、DJI 社に

  認定された各社の DJI CAMP インストラクターにより業務でドローンを使用する操縦者「 DJI CAMP ス

  ペシャリスト 」の育成を行い合格者には、「 技能資格認定書 」が発行されます。     

・空撮や測量業者等の業務の方が多く受講しており、ドローンを業務で使用する方にお勧めです。

２０２５年以降の DJI CAMP について

※監査を受けたキャンパスで DJI CAMP スペシャリストを取得した場合



＜＜DJI CAMP スペシャリストとは＞

DJI CAMP インストラクターの指導により講義を受講し、技能証明に適合した、10 時間以上の飛行操縦経

験がある操縦者で、教育、監督、技能資格証明を受け、実際の業務を行います。

＜＜DJI 技能資格認定のメリット＞＞

・DJI CAMP の合格者は、国土交通省へ無人航空機に係る飛行許可申請を行う際には、無人航空機の操縦の

知識や能力に関する確認を簡略化することができます。

・国家資格の受験時に経験者として受講時間等の減免が可能です。 以下、各所の対応等

＜＜受講条件＞＞

・ ドローンの飛行経験が 10 時間以上 ある方 初心者ではなく経験者です、特に DJI Phantom4 での ATTI
モード習熟が必要です。

＜＜受講費用＞＞

DJI CAMP スペシャリスト認定講座（DJI）の受講費用は 50,000～110,000 円です。受講する会場により

変動します、また、「DJI CAMP 技能認定専用テキスト」の購入が必要 3,300 円で販売しています。

※受講費用は受講場所により 50,000 円位から存在します。

※合格された方は、受講費用とは別に、認定書発行費用の 15,000 円が必要となります。 合計で 68,300 円〜

＜＜申込から認定証発行までの流れ＞＞

◆ UTC へのユーザ登録

◆ 希望受講日の DJI CAMP を HP から購入

◆ UTC へ個人情報を登録

◆ テキスト準備

◆ 受講条件証明書類の提出

◆ DJI CAMP の実施

※座学講習及び飛行技能試験の場合は通常 2 日間で開催され飛行練習の時間は無い

・座学講習：約 10 時間、【安全基準、禁止事項、マルチコプターの概論、電波について、気象について、

  飛行について、DJI 製品について、法律】

・試験対策講習：適宜、【ドローン運用で知るべき事（法律・規制）、運用の際の注意点、墜落させない為に

は？（10 箇条）、アプリ（APP）の使用方法、

・メンテナンス講習：適宜、【アプリ画面上での機体の設定＆調整】

・座学の復讐・質疑応答：適宜

・筆記試験：適宜



・飛行技能試験：4 時間程度（30 分／一人程度）

・ オンラインテスト受講：50 分―60 分程度、約 40 問程度

※オンラインテスト終了後、即、合否の判定が有ります。

◆ 認定証の発行：技能資格認定書は約 1―２ケ月程度で郵送される。

＜＜飛行技能試験の詳細＞＞

  飛行技能試験の機体は DJI 社「Phantom 4 」を使用し、飛行場所の安全確認＞ドローンの事前確認＞動作

点検＞各種の飛行となる、飛行内容は全て ATTI モードにての操作となる。

・離発着からホバリング動作：離陸後、高度約 2-3ｍの一定高度、ドローン方向は前後左右の４方向で各方向

1 分間以上を 1ｍ枠内に保ち離陸位置に着陸する。

・円飛行：離陸から一定の高度を保ち約 10ｍ程度の円飛行を、左回り及び右周りで円滑に 2 回以上行う。

・８の字飛行：離陸から一定の高度を保ちながら８の字飛行を円滑に２回以上行う。

・ノーズインサークル：離陸から一定の高度を保ちながら機体を中央に向けたまま２回以上開店する。

・定置移動：約 20ｍの 2 点間の上空を移動し機体を約 1ｍの範囲で停止確認する、前進方向及び逆方向をそ

れぞれ２回以上行う。

※飛行技能試験の飛行方法は受験場所により若干の違いがあるが、使用機体、モード及び上記の飛行方法は網

羅されている。
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